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市民一人あたり
予算額

32万 8448円
（前年度比－6325円）

市政の運営のため
3万3933円

（前年度比－2319円）

市政の運営のため
3万3933円

（前年度比－2319円）

子どもや障がい者、
高齢者などの

医療・生活支援のため

子どもや障がい者、
高齢者などの

医療・生活支援のため

17万6882円
（前年度比+3636円）
17万6882円

（前年度比+3636円）

道路や公園、
区画整理などの

ため

道路や公園、
区画整理などの

ため

小・中学校や
文化、スポーツ
など教育のため

小・中学校や
文化、スポーツ
など教育のため

市民の健康や
よりよい生活
環境のため

市民の健康や
よりよい生活
環境のため

消防・
防災のため
消防・

防災のため
市債の

返済のため
市債の

返済のため

その他その他

2万6730円
（前年度比－1079円）
2万6730円

（前年度比－1079円）
2万8842円

（前年度比－6180円）
2万8842円

（前年度比－6180円）

2万9927円2万9927円

1万2583円1万2583円 1万4843円1万4843円

4707円4707円

2016年度の主な事業と予算額2016年度の主な事業と予算額 ～選ばれる町田への挑戦

eco

Ⅰ将来を担う人が育つまちをつくる

Ⅲ賑わいのあるまちをつくる Ⅳ暮らしやすいまちをつくる

Ⅱ安心して生活できるまちをつくる
子ども・子育て支援新制度　幼児期の教育や保育、地域のさまざまな子
育て支援の量の拡充や質の向上を進め、保育所の待機児童を減らし、子
育てしやすい、働きやすい社会を実現 108億4088万円
出産・子育てしっかりサポート事業　妊娠期の相談支援体制を強化し、
就学期までの切れ目ないサポートを実現 7690万円
待機児童解消対策事業　民間保育所や認定こども園等の整備（計7園）を
支援 6億4825万円
子どもクラブ整備事業　子どもクラブ（町田第三中学校区）の設計
 1714万円
学童保育クラブ整備事業　三輪小学校及び小山田南小学校区の学童保育
クラブの移設（2017年4月利用開始予定） 1億9092万円
鶴川第一小学校改築事業　鶴川第一小学校の給食棟改築工事及び旧校舎
棟等解体工事（1年度目）（2016年4月から校舎棟使用開始）
 2億4946万円
町田第一中学校改築事業　町田第一中学校改築の設計 8460万円
中学校施設防音事業　南中学校の防音工事 5億1119万円
小・中学校屋内環境整備事業　小学校4校・中学校2校のトイレ改修工事、
中学校特別教室への空調設備設置の設計 7億3305万円

町田薬師池公園四季彩の杜整備事業　薬師池公園四季彩の杜整備のた
めの用地取得等 3億2787万円
中心市街地整備事業　中心市街地重点検討地区の整備検討及び土地利用
制度の導入を検討 2077万円
高ヶ坂縄文時代遺跡公園整備事業 　高ヶ坂縄文時代遺跡の整備（2017
年4月開園予定） 3503万円
2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会
キャンプ地招致・文化プログラム推進事業　「町田市オリンピック・パ
ラリンピック等キャンプ地招致推進市民会議」の開催や気運醸成活動、文
化プログラム推進計画の策定 1326万円
外国人観光客等受入推進事業　町田市に多くの外国人観光客を誘客す
るための受け入れ環境を整備 300万円
野津田公園スポーツの森整備事業　第二次野津田公園整備基本計画に
基づく用地取得等 4億2770万円
地域学校開放推進事業　地域スポーツクラブの拠点となるクラブハウス
の設計 387万円
小野路球場夜間照明施設整備事業　スポーツを「する」機会と「観る」機
会を提供するため、夜間照明を整備（2017年4月利用開始予定）
 6億9730万円
にぎわい空間創出推進事業（町田シバヒロ）　市庁舎跡地を芝生広場と
して活用し、イベント開催や一般開放をすることで、新たなにぎわいを
創出 4426万円
シティプロモーション事業　市の魅力を明確化し、市内外に戦略的かつ
継続的に情報を発信する「『まちだ自慢』推進計画」を実行 3658万円

　未来づくりプロジェクトは、町田市の都市の魅力を高めるため、町田市が
持つ強みと、市民生活をより充実させるための要素を結び、10年を超える
長期的な視点に立って進める取り組みです。町田市基本計画「まちだ未来づ
くりプラン」の推進において先導的な役割を果たす５つのプロジェクトで構
成されています。
　プロジェクトの主な事業は以下をご覧下さい（事業名一部再掲）。

1. 地域社会づくりを基本とするまちづくりプロジェクト 5億4660万円
市民協働・地区協議会支援事業、成瀬コミュニティセンター建替事業、玉川
学園コミュニティセンター整備事業

※各枠内に示した事業は、「新５ヵ年計画」に位置づけられた重点事業及びそれに類
する事業です。
※複数年度にわたる事業についても、2016年度の予算額のみ掲載しています。
※各事業の詳細は、冊子「平成28年度（2016年度）予算概要」でお知らせしています。
冊子は市政情報課（市庁舎1階）、各市立図書館及び町田市ホームページでご覧いた
だけます。

南町田駅周辺地区拠点整備事業　南町田駅周辺の土地区画整理事業、
自由通路の設計、南町田駅北口の広場築造工事を実施 5億1500万円
循環型施設整備事業　循環型社会の形成に向け、ごみの資源化施設を整備
 2億6611万円
都市計画道路整備事業　円滑に移動できる道路網を実現するため、都市
計画道路を整備 7億9907万円
忠生579号線・忠生630号線新設改良事業　円滑な通行のため、都市
計画道路と生活道路を結ぶ準幹線道路を整備 6047万円
多摩都市モノレール延伸促進事業　多摩都市モノレールの延伸事業実
施に向けた調査及び測量 4244万円
多摩境駅エレベーター設置事業　バリアフリー基本構想に基づき、多
摩境駅にエレベーターを整備 8100万円
公共施設等マネジメント事業　公共施設等の総合的かつ計画的な管理
を実施するための実行計画を策定 1036万円
小田急多摩線延伸促進事業　小田急多摩線の延伸事業実施に向けた調査
を相模原市と共同で実施 1000万円
相原駅周辺街づくり事業　相原駅西口・東口の土地利用の検討
 637万円
鶴川駅周辺街づくり事業　鶴川駅北口広場の再編や南口の土地区画整理
事業など具体的な整備内容の検討 1373万円
小山田周辺まちづくり事業　鉄道延伸計画に伴う新駅構想等を踏まえ、
小山田周辺まちづくり整備方針策定に向けた検討を実施 540万円
団地再生推進事業　団地再生推進の取り組みを実施 292万円
北部丘陵整備事業　北部丘陵の農道整備及び里山維持保全 3417万円
地球温暖化防止対策事業　燃料電池自動車の購入や水素ステーションの
誘致検討、太陽光発電システム等自然エネルギー利用機器等の設置補助
 1167万円
境川クリーンセンター改修事業　旧施設の解体に伴う境川クリーンセ
ンターの改修 2億1567万円

緊急輸送道路沿道建築物耐震化促進事業　「緊急輸送道路」の沿道建築
物の耐震化を促進 1億7939万円
住宅耐震促進事業　木造住宅や分譲マンションの耐震診断等を支援
 7191万円
防災行政無線デジタル化事業　既存の防災行政無線の順次デジタル化
と子局の増設 3億8773万円
汚水管渠

きょ

地震対策事業（下水道事業会計） 　汚水管の耐震化、避難施設
にマンホールトイレシステムを整備 4億5000万円
雨水管渠

きょ

整備事業（下水道事業会計）　浸水被害を軽減するため、雨水
管を整備 12億2300万円
成瀬コミュニティセンター建替事業　成瀬コミュニティセンターの建
替・改修（2016年7月開館予定） 4億2533万円
玉川学園コミュニティセンター整備事業　玉川学園コミュニティセンターの
設計、用地購入及びペデストリアンデッキ整備の設計、測量 1億990万円
重度障がい者通所施設整備事業　医療的ケアを必要とする重度障がい者が子
どもから大人まで一貫して通所できる、多機能型施設を整備 8億9954万円
臨時福祉給付金等支給事業　臨時福祉給付金及び障害・遺族基礎年金等受
給者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉給付金）の支給 4億9735万円
（仮称）戦没者合同慰霊塔会館整備事業　戦没者合同慰霊塔の近くに建
設する（仮称）戦没者合同慰霊塔会館の設計 600万円

新公会計制度を活用した予算編成について

まちだの台所事情 ― 貯金（基金積立金）と借金（市債）はどれくらいあるの？―

市民一人あたりに換算すると・・・

　町田市は、2012年4月から市区町村としては全国で初めて、日常の会計処理の中で複式簿記を行う新公会計制度を導入しました。2015
年8月に公表した「平成26年度（2014年度）町田市課別・事業別行政評価シート」では、事業の有効性・効率性の検証により、さまざまな
マネジメント上の課題を明らかにしました。2016年度予算の編成にあたっては、明らかになったこれらの課題を解決できるように、予算
編成に反映させました。

　「平成26年度（2014年度）町田市課別・事業別行政評価シート」で明らかになっ
た課題を、2016年度予算に反映させることができた件数・金額は以下のとおりです。

　新公会計制度の活用により町田市が取り組むべき課題を明らかにし、
その解決につながるように予算へ反映させました。
　町田市では、このようなPDCAサイクルを意識した“評価から計画へ”
つながる取り組みを進めることによって、市民サービスの向上を図ります。
　今後も積極的に新公会計制度を予算編成に活用します！

基金積立金（貯金）の状況
　基金積立金は、家計にたとえると貯金にあたるものです。
　「財政調整基金」では、災害復旧など臨時の支出や経済事情の変動な
どで収入（歳入）が足りない時に取り崩し、逆にお金が余った時には、
貯金（積立）して年度間の財源を調整しています。
　2016年度末現在高見込額は、2015年度末と比較して28億5500万
円の減少となりますが、今後、2015年度の剰余金などを積み立ててい
くことで、現在高を確保していきます。

市債（借金）の状況
　市債とは、家計にたとえるとローンにあたるものです。
　公共施設などをつくるために必要となる多額の資金を「長期ロー
ン」として借り、将来利用する市民との費用負担を公平にしていま
す。ただし、借金であることに変わりはないので、借り入れには十
分気をつけています。また、一般会計の市債は市税をもとに、特別
会計の市債は医療収益や下水道使用料をもとに返済していきます。

市民一人あたり予算の使い道 　2016年度一般会計予算額を、2016年1月1日現在の町田市の
人口（42万6937人）で割って算出しました。

　市民一人あたりの予算額32万8448円
のうち、市税はどのくらい負担している
のですか？

　市民一人あたりの予算額に対する市税負担
額は15万7701円で、ほぼ半分を占めていま
す。
　残りの半分は、国・都支出金（国や東京都か
ら交付される補助金など）10万3468円や、市
債（借金）1万3144円、基金（貯金）の取り崩
し7875円などによって賄われています。

※前年度比1000円以上の増減があったところのみ、前年度比を掲載しています。

※その他特定目的基金：あらかじめ使い道を決めて積み立てや取り崩しをする基金で、公共施設
整備等基金、福祉基金、緑地保全基金、職員退職手当基金、介護保険給付費準備基金、廃棄物減
量再資源化等推進整備基金、まちだ未来づくり基金があります。

※人口：42万6937人（2016年1月1日現在）

※四捨五入による端数処理を行っているため、合計と合致しない場合があります。

財政調整基金の残高
(2016年度末見込）

6239円

ローンの残高
(2016年度末見込）

32万2825円

2. 町田駅周辺の魅力を向上させるプロジェクト 6503万円
中心市街地整備事業、にぎわい空間創出推進事業（町田シバヒロ）
3. 団地再生に向けたプロジェクト 292万円
団地再生推進事業
4. みどりを活用したまちづくりを推進するプロジェクト 3億6204万円
町田薬師池公園四季彩の杜整備事業、北部丘陵整備事業
5. 基幹交通機能を強化するプロジェクト 7694万円
路線バス利用促進事業、多摩都市モノレール延伸促進事業、小田急多摩線延
伸促進事業

未来づくりプロジェクトとは

PLAN
（計画）

ACTION
（改善）

DO
（実行）

CHECK
（評価）

予算編成に反映

課題解決方法
の検討

成果を達成できる
ように業務を実施

「課別・事業別
行政評価シート」

でマネジメント上の
課題を明らかにする　

No 予算反映させた取り組み 件　数 金　額

1 成果向上に向けた取り組みの強化 51件 22億 831万円

2 行政運営の見直し 31件 －1億2831万円

3 歳入確保 8件 5億9749万円

区　分 2015年度末現在高
見込額

2016年度中増減見込額
2016年度末現在高

見込額当初予算
積立見込額

当初予算
取崩見込額

財政調整基金 55億1872万円 48万円 28億5548万円 26億6373万円
その他特定目的
基金※ 67億5499万円 4億6130万円 7億 673万円 65億 956万円

合　計 122億7372万円 4億6178万円 35億6221万円 91億7329万円

会計区分 2015年度末現在高
見込額

2016年度中増減見込額 2016年度末現在高
見込額起債見込額 元金償還見込額

一般会計 751億1527万円 56億1150万円 55億4868万円 751億7810万円
下水道事業会計 494億 482万円 40億2310万円 27億9183万円 506億3610万円
病院事業会計 126億7195万円 － 6億6006万円 120億1189万円
合　計 1371億9204万円 96億3460万円 90億 　56万円 1378億2608万円
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